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部 4名，教育学部 37名，経済学部 42名，薬学部









また，全ての授業が 2015 年 1月現在まだ終了し








































図 1 出席率と課題提出率 
課題への能動的関与からみる学生の心理的特性 



















表 1 レポート課題とアンケート課題の提出率 
LACS には，学生が自分自身の成績を確認でき
るコンテンツがあるが，そちらへのアクセス状況

















割未満が 14名，3割以上 5.5割未満が 11名，5.5
割以上 7.5割未満が 12名，7.5割以上が 15名とな
った。これら 4群と心理尺度得点とをそれぞれ比
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5. まとめと今後の課題 
 アクティブ・ラーニング型の授業では，主体的・
能動的な学修活動を学生に求めているが，学生が
必ずしも主体的に活動するとは限らない。本稿に
おいても，単位の取得を目的としている学生がい
ることを課題の提出状況等から確認できた。 
 また，学生の学修への対処方略と心理的特性と
の関連性についての手掛かり情報を得るために，
直接成績とは関連しない課題の提出状況と心理尺
度との関係を確認した。その結果，成績と関連し
ない課題であっても，主体的・能動的に関与する
学生がいることが確認された。また，そのような
学生は，将来目標を持ち，学修の進め方を柔軟に
対処し，計画性があることなどが確認された。 
 本稿では，授業の途中での分析となってしまっ
たため，詳細な分析を行わなかった。全ての授業
回が終了した後に，直接成績評価につながる課題
も含めて，詳細な分析を行う予定である。 
また，なぜ主体的・積極的に関与するのかにつ
いては質問紙では具体的な理由はわからないため，
今後はインタビュー等を通して，質問紙だけでは
捉えることのできない学生の特性を分析する。 
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